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偵察蜂の定足数反応における意思決定作用のシミュレーション的検証に関する研究
ー複数ロボットの協調行動と群知能のためにー





















































1⃝ Step. 1 ー Step. 3　: 偵察蜂の飛行と巣箱の評価
偵察蜂は中心（30, 30）から半径 30以内を飛び回り，候補地が
見つかれば評価をおこなう．
2⃝ Step. 4 ー Step. 5　: 分蜂群への帰巣
評価を終えた偵察蜂は分蜂群 (30, 30)に帰巣する．
3⃝ Step. 6 ー Step. 8　: ダンスによる巣箱の紹介
帰巣した偵察蜂は，評価を行った巣箱が良ければ，ダンサー蜂
としてダンスを行い，他の偵察蜂にその巣箱を紹介する．
4⃝ Step. 9　: ダンスを行う蜂の紹介する巣箱への偵察
ダンサー蜂が紹介する巣箱へ向かい評価を行う．
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NB = 2，４，…，50，偵察蜂エージェント数：NSB = 150 と
し，分蜂群における偵察蜂数の変化に伴う，分蜂群全体の意思決
定の迅速性，ならびに正確性の検証として，sim2；巣箱エージェ
ント数：NB = 15，偵察蜂エージェント数：NSB = 50，70，…
，390とした．




降，前者を RBS と表記し，後者を RS と表記する．
100 回のシミュレーション試行で分蜂群が最適巣箱を選択し


























RS を，それぞれ図 3，図 4に示す．
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らず，およそ 1.0であることが確認された．また，図 5，図 6に
おいて分蜂群上の偵察蜂数の増減に関わらず，意思決定の正確
性 RBS はおよそ 0.60 であることが確認された．意思決定の迅



























[3] Thomas D. Seeley，Susannah C. Buhrman， “Nest-Site Se-
lection in Honey Bees: How Well Do Swarms Implement the
“Best-of-N ”Decision Rule?”，Behavioral Ecology and Socio-
biology，Vol. 49，Issue. 5，pp.416-427，2001年 4月．




[5] Thomas D. Seeley，“Honeybee Democracy”，Princeton Univ
Pr，2010．
